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(1) 全インフルエンザウイルス遺伝子の cDNA クローニンクーを行った。それらのうち初期遺伝子として
NS遺伝子，後期遺伝子としてNA遺伝子を用いた。それらの翻訳開始コドンを含む 5' 末端領域を，
pSV2 ca tベクターの cat遺伝子上流に翻訳フレームが合致するように挿入し，得られた組み換え体を
それぞれpSV2NSlcat 及び pSV2NAlca t と名付けた。乙れらの組み換え体ではNS およびNA遺
伝子の翻訳開始コドンを用いて蛋白合成が開始され， CAT蛋白のN末端~LpSV2NS 1 ca t の場合は，
1 9 アミノ酸残基， pSV2NAl ca t の場合は 1 5 アミノ酸残基それぞれ付加した融合蛋白が合成される









合遺伝子は， S V 40 プロモーターの転写開始点から転写されていた。すなわちインフノレエンザウイノレ
ス由来遺伝子の挿入による転写開始点への景免警はない乙とがわかった。次lと転写産物量当たりのCAT
活性 (CAT比活性)を比較すると，組み換え体導入細胞は共に pSV2cat導入細胞の約 7 0 ~ぢの活性
を有していた。これらの結果から，両組み換え体から合成される融合蛋白はほぼ同程度のCAT活性を
持つ乙とが明らかになった。




乙とがわかった。一方CAT活性に関しては， pSV2NSlcat を用いると感染初期(感染 2.5 時間後)






















御を受ける， 2) 転写ばかりでなく， mRNA 当りの翻訳効率も顕著な時間的変動を示す， 3) ウイルス
遺伝子の蛋白合成開始シクーナノレの近傍に翻訳調節領域が存在する，乙とを明らかにした。
以上本研究は遺伝子発現の調節に翻訳段階の調節が存在すること，それがウイノレスの感染に於ける遺伝
子発現の時間的調節に重要な役割を果たしているととを明らかにしたもので，分子遺伝学およびウイルス
学に貢献する価値ある研究と評価した。
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